
(57)【要約】

【課題】

　道路の中央分離帯や河川敷堤防法面等の緑地における

雑草の草高を抑制する。

【解決手段】

　任意の深さの土壌中に、雑草の根を通さないが、水や

空気を通す分離層を任意の厚さで敷設し、土壌表面を植

物で被覆しながら、前記植物の草丈を抑制する。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 任 意 の 深 さ の 土 壌 中 に 、 水 や 空 気 は 通 す が 植 物 の 根 は 通 し 難 い 分 離 層 を 任 意 の 厚 さ で 敷
設 し 、 前 記 分 離 層 の 上 側 の 土 壌 に 植 物 を 植 生 さ せ 、 前 記 植 物 の 根 域 を 前 記 分 離 層 の 上 側 の
土 壌 内 に 制 限 し て 前 記 植 物 の 草 丈 を 抑 制 す る こ と を 特 徴 と す る 緑 化 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 分 離 層 は 、 漆 喰 、 各 種 の 自 然 土 舗 装 材 、 土 壌 固 化 剤 、 セ メ ン ト 、 ア ス フ ァ ル ト 、 高
分 子 ポ リ マ ー 、 除 草 剤 を 含 浸 さ せ た 布 類 、 及 び 厚 紙 等 、 も し く は 、 こ れ ら の 組 み 合 わ せ 、
又 は こ れ ら と 砂 も し く は 施 工 現 場 の 現 地 土 壌 と の 混 合 物 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 緑 化 工 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 対 象 地 面 を 所 望 の 深 さ に 掘 削 し 、
　 掘 削 し た 土 壌 面 上 に 、 水 に よ り 固 化 す る 性 質 を 有 す る 自 然 土 舗 装 材 と 砂 と の 混 合 土 を 所
定 の 厚 さ で 敷 設 し 、
　 前 記 混 合 土 に 散 水 後 、 そ の 上 面 を 所 望 厚 さ の 植 生 土 壌 に よ り 覆 土 し 、
　 散 水 さ れ た 水 に よ り 前 記 混 合 土 を 固 化 さ せ て 水 や 空 気 は 通 す が 植 物 の 根 は 通 し 難 い 分 離
層 を 形 成 し 、 前 記 植 物 の 根 域 を 前 記 分 離 層 の 上 側 の 土 壌 内 に 制 限 し て 前 記 植 物 の 草 丈 を 抑
制 す る こ と を 特 徴 と す る 緑 化 工 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 分 離 層 の 上 側 の 土 壌 に 、 所 望 の 植 物 を 播 種 も し く は 植 載 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 緑 化 工 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 分 離 層 は 法 面 等 の 傾 斜 地 に 形 成 さ れ 、 前 記 分 離 層 の ず り 落 ち を 防 ぐ た め に 前 記 分 離
層 の 表 面 を 凹 凸 状 と す る も し く は 楔 等 で 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ
か に 記 載 の 緑 化 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 緑 化 工 学 の 分 野 に 属 す る も の で あ り 、 舗 装 道 路 の 路 肩 、 法 面 、 中 央 分 離 帯 、 河
川 堤 防 の 法 面 、 河 川 敷 、 飛 行 場 、 タ ン ク ヤ ー ド 、 果 樹 園 、 水 田 や 畑 地 の 畦 畔 法 面 及 び 芝 地
等 の よ う に 土 壌 表 面 が 植 物 で 被 覆 さ れ て い る 緑 地 を 形 成 す る 緑 化 工 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 道 路 の 中 央 分 離 帯 や 河 川 敷 堤 防 法 面 等 の 緑 地 に お け る 従 来 の 植 生 管 理 方 法 は 、 植 載 植 物
が 成 長 す る た め 、 主 に エ ン ジ ン 付 き の 刈 り 払 い 機 や ハ ン マ ー モ ア 等 に よ り 刈 り 取 り を 必 要
と す る も の で あ る 。 こ の た め 、 年 間 当 た り の 刈 り 取 り 回 数 は 雑 草 の 発 生 量 に も 依 る が ２ ～
４ 回 程 度 は 必 要 で あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 従 来 の 植 生 管 理 技 術 で は 、 刈 り 払 い 機 や モ ア 用 の ガ ソ リ ン 等 の 石 油 エ ネ ル ギ
ー を 必 要 と す る ば か り で な く 、 刈 り 取 っ た 草 （ 雑 草 発 生 材 ） が 廃 棄 物 に な る こ と か ら 、 そ
の 集 草 ・ 運 搬 と 廃 棄 処 分 に 膨 大 な エ ネ ル ギ ー と 労 力 を 要 し た 。 さ ら に 、 現 場 に お い て は 、
モ ア 等 に よ る 刈 り 取 り 作 業 時 の 騒 音 が 問 題 と な る ば か り で な く 、 道 路 に お い て は 交 通 規 制
を 伴 う こ と か ら 、 そ の 経 済 的 損 失 は 極 め て 莫 大 な 額 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な こ と に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 化 石 エ ネ ル ギ ー を 極 力 消 費 す る こ と な く 省 力 的 か つ
低 コ ス ト な 植 生 管 理 工 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 本 発 明 は さ ら に 、 土 壌 表 面 に 植 物
を 植 載 し て 緑 化 す る と と も に 、 植 載 後 は 刈 り 取 り や 除 草 剤 散 布 に 依 ら ず に 、 雑 草 の 草 高 を
抑 制 す る こ と が で き る 省 資 源 的 か つ 省 力 的 な 緑 化 工 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 目 的 達 成 の た め 、 本 発 明 に 係 る 緑 化 工 法 に お い て は 、 任 意 の 深 さ の 土 壌 中 に
、 水 や 空 気 は 通 す が 植 物 の 根 は 通 し 難 い 分 離 層 を 任 意 の 厚 さ で 敷 設 し 、 こ の 分 離 層 の 上 側
の 土 壌 に 植 物 を 植 載 し 、 植 物 の 根 域 を 前 記 分 離 層 の 上 側 の 土 壌 内 に 制 限 し て 植 物 の 草 丈 を
抑 制 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 分 離 層 は 、 漆 喰 、 各 種 の 自 然 土 舗 装 材 （ 例 え ば 、 後 述 す る エ コ グ ロ ー ブ ） 、 土 壌 固
化 剤 、 セ メ ン ト 、 ア ス フ ァ ル ト 、 高 分 子 ポ リ マ ー 、 除 草 剤 を 含 浸 さ せ た 布 類 、 及 び 厚 紙 等
、 も し く は 、 こ れ ら の 組 み 合 わ せ 、 又 は こ れ ら と 砂 も し く は 施 工 現 場 の 現 地 土 壌 と の 混 合
物 か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 も う 一 つ の 本 発 明 の 緑 化 工 法 に よ れ ば 、 ま ず 、 対 象 地 面 を 所 望 の 深 さ に 掘 削 し 、 掘 削
し た 土 壌 面 上 に 、 水 に よ り 固 化 す る 性 質 を 有 す る 自 然 土 舗 装 材 （ 例 え ば 、 後 述 す る エ コ グ
ロ ー ブ ） と 砂 と の 混 合 土 を 所 定 の 厚 さ で 敷 設 す る と と も に 散 水 し 、 散 水 さ れ た 混 合 土 の 上
面 を 所 望 厚 さ の 植 生 土 壌 に よ り 覆 土 し 、 散 水 さ れ た 水 に よ り 混 合 土 を 固 化 さ せ て 水 や 空 気
は 通 す が 植 物 の 根 は 通 し 難 い 分 離 層 を 形 成 し 、 植 物 の 根 域 を 分 離 層 の 上 側 の 土 壌 内 に 制 限
し て 植 物 の 草 丈 を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 緑 化 工 法 に お い て 、 分 離 層 の 上 側 の 土 壌 に 、 所 望 の 植 物 を 播 種 も し
く は 植 載 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 上 記 分 離 層 を 法 面 等 の 傾 斜 地 に 形 成 す る と き に は 、 分 離 層 の ず り 落 ち を 防 ぐ た め
に 分 離 層 の 表 面 を 凹 凸 状 と す る も し く は 楔 等 で 固 定 す る の が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 発 明 者 （ 宇 都 宮 大 学 、 植 物 科 学 研 究 セ ン タ ー 助 教 授 　 小 笠 原 勝 ） は 、 従 来 か ら
の 種 々 の 実 験 等 を 行 っ て 考 察 し た 結 果 、 植 物 が 成 長 し て い く 過 程 で 草 丈 （ shoot） と 根 長
（ root） と が あ る 一 定 の 比 率 を 有 し 、 植 物 の 根 域 を 制 限 す れ ば 草 丈 を 制 限 す る こ と が で き
る と い う こ と を 実 験 し 、 実 証 し た 。 今 回 の 発 明 は こ の よ う な 実 証 実 験 に 基 づ い て 想 到 し た
も の で 、 上 述 の よ う に 、 本 発 明 の 根 域 制 御 環 境 緑 化 工 法 で は 、 任 意 の 深 さ の 土 壌 中 に 、 雑
草 の 根 を 通 さ な い が 雨 水 や 空 気 を 通 す 分 離 層 を 敷 設 し て 、 植 物 （ 雑 草 ） 根 圏 の 水 平 及 び 垂
直 方 向 の 空 間 と 土 壌 水 分 や 地 温 等 の 土 壌 環 境 を 人 為 的 に 制 御 す る こ と に よ り 、 刈 り 払 い 機
や モ ア を 用 い ず に 、 植 物 （ 雑 草 ） の 草 高 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 発 明 は 、 分
離 層 が 土 壌 中 で 崩 壊 す る ま で 、 植 物 （ 雑 草 ） に 対 す る 抑 制 効 果 は 持 続 し 、 分 離 層 の 素 材 に
も よ る が 、 少 な く と も 施 工 後 、 数 年 間 は 全 く 管 理 を 必 要 と し な い 省 力 的 か つ 省 資 源 的 な 緑
化 工 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 、 従 来 必 要 と さ れ た 刈 り 払 い 機 や モ ア を 用 い な い こ と か ら 、 ガ ソ リ ン 等 の 化
石 エ ネ ル ギ ー は 不 要 と な り 、 炭 酸 ガ ス の 排 出 削 減 に つ な が る 。 ま た 、 植 物 （ 雑 草 ） の 草 丈
が 抑 制 さ れ 、 植 物 発 生 材 が 大 幅 に 減 る こ と か ら 、 植 物 発 生 材 の 集 草 ・ 運 搬 ・ 廃 棄 に 要 す る
エ ネ ル ギ ー や 労 力 が 不 要 と な る 。 さ ら に 、 分 離 層 の 素 材 に 浄 水 発 生 土 や リ サ イ ク ル 古 紙 な
ど を 利 用 す る こ と も 可 能 で あ り 、 循 環 型 社 会 形 成 に 大 き く 貢 献 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
　 既 に 述 べ た よ う に 、 従 来 の 植 生 管 理 の 方 法 と し て は 雑 草 を 物 理 的 に 刈 り 取 る 方 法 や 除 草
剤 に よ っ て 故 殺 す る 方 法 等 が あ っ た が 、 本 発 明 者 は 、 雑 草 の 生 育 環 境 、 特 に 根 圏 環 境 と 根
圏 空 間 を 人 為 的 に 変 え る こ と に よ り 雑 草 の 成 長 を 制 御 す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ の 原 理 を
植 生 制 御 に 利 用 す る こ と を 着 想 し て 本 発 明 に 係 る 緑 化 工 法 を 発 明 し た 。 即 ち 、 本 発 明 の 緑
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化 工 法 は 、 任 意 の 深 さ の 土 中 に 敷 設 し た 透 水 性 及 び 通 気 性 の 高 い 分 離 層 に よ っ て 、 雨 水 や
空 気 は 土 壌 中 に 自 由 に 浸 透 あ る い は 移 動 さ せ つ つ 、 雑 草 の 根 の 伸 長 を 垂 直 及 び 水 平 方 向 に
抑 制 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 緑 化 工 法 と し て 、 種 々 の 素 材 か ら 成 る 分 離 層 を さ ま ざ ま な 厚 さ で 土 壌 中 に
敷 設 し 、 雑 草 種 別 に 被 度 と 草 高 を 継 時 的 に 測 定 し 、 雑 草 の 草 高 を 抑 制 す る の に 最 適 な 分 離
層 の 素 材 、 厚 さ 及 び 敷 設 深 度 を 調 べ た 。 な お 、 分 離 層 の 素 材 、 厚 さ 及 び 敷 設 深 度 の 最 適 化
は 室 内 の ポ ッ ト 試 験 及 び 野 外 試 験 で 行 っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 と し て 、 分 離 層 を 自 然 土 舗 装 材 （ エ コ グ ロ ー ブ ） と 山 砂 の 混 合 土 と し
、 分 離 層 の 敷 設 深 度 を １ ０ cmと し た 場 合 の 本 緑 化 工 法 を 説 明 す る 。 な お 、 エ コ グ ロ ー ブ と
は 、 「 東 京 福 幸 株 式 会 社 （ 山 梨 県 南 巨 摩 郡 増 穂 長 最 勝 寺 １ ４ ４ ２ ） 」 が 自 然 土 舗 装 材 と し
て 製 造 販 売 し て い る 地 表 面 を 舗 装 す る 材 料 の 商 品 名 で あ る 。 天 然 の 真 砂 土 と 自 然 の 原 料 を
使 用 し た 無 機 系 の 固 形 材 と を 有 し て 作 ら れ て お り 、 水 と 混 ざ っ て 固 化 す る 性 質 を 有 し 、 固
化 後 に お い て 透 水 性 お よ び 保 水 性 を 有 す る も の で 、 公 園 の 遊 歩 道 の 路 面 等 に 用 い ら れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 自 然 土 舗 装 材 （ エ コ グ ロ ー ブ ） を 用 い た 本 工 法 の 実 施 例 を 、 図 １ 及 び 図 ２ に
示 し て お り 、 そ の 効 果 を 図 ３ に 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 工 法 を 図 １ に 示 し て お り 、 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。
１ ． ま ず 、 施 工 面 を １ ５ cmの 深 さ に 掘 り 下 げ 、 そ の 掘 削 面 を 均 平 に す る 。
２ ． 次 に 、 １ ： １ （ 容 積 比 ） の エ コ グ ロ ー ブ と 山 砂 を ミ キ サ ー で 混 合 し 、 そ の 混 合 土 を ５
cmの 厚 さ で 掘 削 面 に 均 一 に 敷 く 。 こ の と き 、 エ コ グ ロ ー ブ は 水 に よ っ て 固 化 す る こ と か ら
、 エ コ グ ロ ー ブ ／ 山 砂 の 混 合 土 に 十 分 に 散 水 す る 。
３ ． 散 水 後 、 直 ち に 分 離 層 （ 混 合 土 ） の 上 に 現 地 土 壌 を １ ０ cmの 厚 さ で 覆 土 す る 。 さ ら に
、 覆 土 し た 土 壌 の 表 面 を 均 平 、 転 圧 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 通 常 は 、 こ の 段 階 で 施 工 作 業 は 完 了 と な る 。 し か し 、 現 地 土 壌 の 埋 土 雑 草 種 子 の 量 が 少
な く 、 植 生 が 貧 弱 に な る 可 能 性 が あ る 場 合 や 、 急 速 に 緑 化 し た い 場 合 に は 、 牧 草 類 を 播 種
も し く は 植 載 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
４ ． 上 記 の よ う に し て 本 発 明 の 緑 化 工 法 が 施 さ れ た 後 、 分 離 層 の 上 に 覆 土 さ れ た 現 地 土 壌
中 の 雑 草 種 子 が 発 芽 生 育 し 、 植 生 が 形 成 さ れ る 。
５ ． こ こ で は 、 参 考 ま で に 無 施 工 区 に お け る 雑 草 の 植 生 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 緑 化 工 法 が 施 さ れ た 場 合 と 、 無 施 工 の 場 合 と の 植 物 の 成 長 の 相 違 を 図 ２ に 示 し て い
る 。 図 示 の よ う に 、 本 発 明 の 緑 化 工 法 に よ り 分 離 層 が 形 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 植 物 （ 雑
草 ） の 根 系 は 分 離 層 よ り 上 側 の 土 壌 内 に 制 限 さ れ る た め 、 地 表 面 に 延 び る 草 丈 も こ れ に 対
応 し た 低 い 丈 に 抑 制 さ れ る 。 一 方 、 無 施 工 区 で は 、 根 系 の 成 長 を 抑 制 す る も の が な い た め
、 植 物 本 来 の 成 長 力 が そ の ま ま 発 揮 さ れ た 根 系 が 地 中 深 く 延 び 、 こ れ に 対 応 し て 地 表 面 に
お け る 草 丈 も 長 く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 分 離 層 の 素 材 構 成 と し て は 、 上 述 の エ コ グ ロ ー ブ と 山 砂 と の 混 合 土 だ け で は な く
、 漆 喰 、 各 種 の 自 然 土 舗 装 材 、 土 壌 固 化 剤 、 セ メ ン ト 、 ア ス フ ァ ル ト 、 高 分 子 ポ リ マ ー 、
除 草 剤 を 含 浸 さ せ た 布 類 、 及 び 厚 紙 等 、 も し く は 、 こ れ ら の 組 み 合 わ せ 、 又 は こ れ ら と 砂
も し く は 施 工 現 場 の 現 地 土 壌 と の 混 合 物 か ら な る も の が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 緑 化 工 法 を 施 し た 場 合 と 、 無 施 工 の 場 合 と に お け る 雑 草 の 成 長 制 御 効 果 を 図 ３ の 表
図 に 示 し て い る 。 な お 、 こ の 表 図 で は 、 雑 草 と し て ヒ メ シ バ 、 エ ノ コ ロ グ サ の 二 種 類 を 用
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い る と と も に 分 離 層 の 敷 設 深 度 （ 分 離 層 表 面 に 設 け ら れ る 土 壌 層 の 厚 さ ） を 図 示 の よ う に
４ 種 類 設 定 し て 実 験 を 行 っ た 結 果 を 示 し て い る 。 こ の 表 図 に お け る 括 弧 内 の パ ー セ ン テ ー
ジ 値 は 無 施 工 区 の 草 丈 を １ ０ ０ ％ と し た 場 合 の 比 較 値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 分 離 層 は 法 面 等 の 傾 斜 地 に 適 用 す る こ と が で き る が 、 こ の 場 合 、 土 壌 中 に 敷 設 し た
前 記 分 離 層 の ず り 落 ち を 防 ぐ た め に 、 分 離 層 の 表 面 を 凹 凸 状 と す る の が 好 ま し い 。 も し く
は 分 離 層 を 楔 等 で 固 定 し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 緑 化 工 法 の 施 工 手 順 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 緑 化 工 法 の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 緑 化 工 法 に よ る 雑 草 の 成 長 制 御 効 果 を 示 す 表 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】
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